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「カルノー表」



（1）仏語が３０点台の生徒は何人いるか。

A １３人 B １４人 C １５人 D １６人
E １７人 F １８人 G １９人 H A ～ G のいずれでもない

仏語

英語 ０～９点 １０～１９点 ２０～２９点 ３０～３９点 ４０～５０点

０～９点 2

１０～１９点 1 3 2

２０～２９点 1 1 4 6 5

３０～３９点 2 5 7 5

４０～５０点 2 2 2
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（2）英語と仏語の少なくとも一方の得点が１５点以下の生徒は、何人から何人の間と
考えられるか。

A 0人から2人
D 2人から7人
G 7人から12人
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B 0人から3人 C 2人から3人
E 3人から7人 F 3人から12人
H A ～ D のいずれでもない

仏語

英語 ０～９点 １０～１９点 ２０～２９点 ３０～３９点 ４０～５０点

０～９点 2

１０～１９点 1 3 2

２０～２９点 1 1 4 6 5

３０～３９点 2 5 7 5

４０～５０点 2 2 2

①仏語・英語ともに０～９点の生徒：１＋２＝３人
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仏語

英語 ０～９点 １０～１９点 ２０～２９点 ３０～３９点 ４０～５０点

０～９点 2

１０～１９点 1 3 2

２０～２９点 1 1 4 6 5

３０～３９点 2 5 7 5

４０～５０点 2 2 2

➁仏語・英語の少なくとも一方の得点が１５点以下の生徒が何人いるか考える。
仏語、英語のいずれかが０～９点または、１０～１９点の合計人数を求める。

➁仏語・英語の少なくとも一方の得点が１５点以下の生徒は、最低で、
１＋２＋１＋１＋２＋３＋２＝１２人

①➁から一番少なく考えると３人。最大は、１２人。
なので、答えは、３人から１２人。 答え Ｆ



文章問題①
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SPI では問題文読み取り、方程式を立てて答えを導き出す問題が出題されます。
ここでは、文章問題を一次方程式や連立方程式を活用して解いていきます。

(1) AさんとBさんはレストランで夕食をとった。Aさんはパスタを、Bさんはディナー
セットを食べ、２人で２４００円だった。ディナーセットはパスタの２倍の値段であっ
たとするとディナーセットはいくらか。

A １０００円 B １２００円 C １４００円 D １６００円
E １８００円 F ２０００円 G A～Fのいずれでもない

パスタの値段x円とするとディナーセットは２ｘ 円であるから、夕食の合計金額は
以下のように表せる。
ｘ ＋２ｘ＝３ｘ円
二人の夕食代の合計について以下の方程式が成り立つ。
３ｘ＝２４００円
よって、ディナーセットの値段は、８００×２＝１６００円 答え D



（２）現在、兄と弟の年齢の和は３０歳である。兄の年齢が弟の年齢の４倍であったの
が１０年前だとすると、現在兄は何歳か。

A  １２歳 B  １５歳 C  １８歳 D  ２１歳
E  ２４歳 F   ２７歳 G  A ～ F のいずれでもない
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（代入法を用いた連立方程式の解き方）

兄の年齢を x、弟の年齢を yとすると
ｘ＋ｙ＝30 …①
ｘ－１０＝４（ｙ－１０）…➁

①方程式をｘについて解く
ｘ＋ｙ＝３０
ｘ ＝－ｙ＋３０ …①’

➁ ｘ－１０＝４ｙ－４０
ｘ－４y＝－３０ …➁’

➁’に代入して、一次方程式を解く
－ｙ ＋３０－4ｙ＝－30
－５ｙ＝－６０
ｙ＝１２
これを①’ に代入して値を求めると
ｘ =１８歳となる

答え Ｃ １８歳



（３）円形の池の周囲に８m おきに杭を打つ場合と、１２mおきに杭を打つ場合とでは
１５本の違いがあった。この池の周りは何 m か。

A  ３４０ m        B  ３４５ m         C  ３５０ m         D  ３５５ m  
E  ３６０ m        F  ３６５ m         G  A ～F のいずれでもない
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池の周りが xmとすると、８mおきに杭を打つ場合の杭の本数は（ｘ÷８）本。
１２ｍおきに杭を打つ場合の杭の本数は(ｘ÷１２）本
よって、杭の本数の関係から以下の方程式が成り立つ。

ｘ÷８＝ｘ÷１２＋１５
１/８ ｘ ＝１/１２ ｘ＋１５
両辺×２４）
３ｘ ＝２ｘ＋３６０
ｘ＝３６０ｍ

答え E



（４）桃が５６個あり、これは２個入りの箱と４個入りの箱に詰めたら箱合わせて２０箱
できた。この時4個入りの箱は全部でいくつできたか。

A  ４箱 B ８箱 C １２箱 D １６箱
E  １８箱 F  ２０箱 Ｇ Ａ～Ｆのいずれでもない
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２個入りの箱をｘ、４個入りの箱をｙとすると
箱の数から、ｘ＋ｙ＝２０ ｘ＝２０－ｙ …①
桃の個数から、２ｘ＋４ｙ＝５６ …➁
①を➁に代入して、
２（２０－ｙ）＋４ｙ＝５６
４０－２ｙ＋４ｙ＝５６

２ｙ＝５６－４０
２ｙ＝１６
ｙ＝８

答え Ｂ ８箱



（５）現在父は48歳、3人の子供はそれぞれ17歳、19歳、22歳である。
3人の子供の年齢の和が父の年齢と等しいのは、父が何歳の時か。

A  ３３歳 B  ３６歳 C  ４０歳 D  ４３歳
E  ４６歳 F ４８歳 Ｇ Ａ～Ｆのいずれでもない

答え Ｄ ４３歳
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現在 ⇒（過去なので、マイナスする）
父４８歳－ⅹ
子１７歳－ⅹ
子１９歳－ⅹ
子２２歳－ⅹ

父＝３人の和なので、
４８－ⅹ＝１７－ⅹ＋１９－ⅹ＋２２－ⅹ

ーⅹ＋３ⅹ＝１７＋１９＋２２－４８
２ⅹ＝５８－４８
ⅹ＝５

４８－ⅹなので、
４８－５＝４３歳



（６）ポスターを作るのに、佐藤さんは６日、野口さんは１０日かかる。２人が一緒に
仕事をすると、佐藤さんが１人で仕事をするよりも何日短縮できるか。

A  ２日 B  ３日 C  ４日
D  ５日 E  ６日 F Ａ～Ｅのいずれでもない

答え Ａ ２日 11

１の仕事を佐藤さんは、１日あたり１/６
野口さんは、１日あたり１/１０

２人で仕事をすると、
１日あたり１/６＋１/１０

＝５/３０＋３/３０
＝８/３０
＝４/１５

２人で仕事をしたときにかかる日数は、
１÷４/１５

＝１×１５/４
＝１５/４
＝３ 3/４
仕事を終えるまでなので
３日＋１日＝４日かかる。
よって、佐藤さん１人では６日かかるので、
６－４＝２日短縮できる
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１の仕事をAさんは、１日あたり１/７
Bさんは、１日あたり１/１０

２人で１時間にできる仕事の量は、
１日あたり１/７＋１/１０

＝１０/７０＋７/７０
＝１７/７０

２人で２時間にできる仕事の量は、
１７/７０×２

＝３４/７０＝１７/３５
よって、残りの仕事は、
１－ １７/３５＝ １８/３５

（７）ある仕事をするのに、Aさん1人では７時間、Bさん1人では１０時間かかる。
この仕事を２人で２時間すると、残りは全体のどれだけか。

A  B C D  

E F Ｇ Ａ～Ｆのいずれでもない

５

１８

１

９

３

２５

１８

３５

９

１４

１

３

答え Ｄ
１８

３５
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全体を１とすると、Ｐ菅は１時間あたり１/９
Ｑ菅は１時間あたり１/６

2つ同時に使うと1時間あたり、 １/９＋１/６
＝２/１８＋３/１８
＝５/１８

満水１にするには、１÷ ５/１８ ＝１×１８/５＝３ ３/５
（３/５＝３６/６０＝３６分） ゆえに、３時間３６分

（８）大型の水槽に水を入れるのに、Ｐ菅を使うと９時間、Q菅を使うと６時間かかる。
２つ同時に使うと何時間何分かかるか。

A  ３時間３６分 B ３時間５６分 C ４時間２６分
D ４時間４６分 Ｆ ５時間３６分 Ｇ Ａ～Ｆのいずれでもない

答え A   ３時間３６分
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全体を１とすると、ホースＡは１時間あたり１/４
ホースＢは１時間あたり１/８

両方のホースを使うと1時間あたり、 １/４＋１/８
＝２/８＋１/８
＝３/８

満水１にするには、１÷ ３/８ ＝１×８/３＝２ ２/３
（２/３＝４０/６０＝４０分） ゆえに、２時間４０分

（９）プールに水を入れるのにホースＡを使うと４時間、ホースＢを使うと８時間かかる。
２つ同時に使うと何時間何分かかるか。

A  ２時間１０分 B ２時間２０分 C ２時間３０分
D ２時間４０分 Ｆ ２時間５０分 Ｇ Ａ～Ｆのいずれでもない

答え Ｄ ２時間４０分



２００＋３００
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（１０）８％の食塩水２００ｇと３％の食塩水３００ｇを混ぜると何パーセントの食塩水が
できるか。

Ａ ３.０％ Ｂ ３.５％ Ｃ ４.０％ Ｄ ４.５％
Ｅ ５.０％ Ｆ ５.５％ Ｇ ６.０％ Ｈ ６.５％

答え Ｅ ５．０％

食塩水 濃度 食塩の量

２００ｇ ０.０８ １６ｇ

３００ｇ ０.０３ ９ｇ

×
×

＝
＝

混ぜるので、

１６＋９
＝

２５

５００
＝５．０％

１００

５
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（１１）４%の食塩水３００ｇに７％の食塩水何ｇを混ぜると５％の食塩水ができるか。

Ａ １００ｇ Ｂ １５０ｇ Ｃ ２００ｇ Ｄ ２５０ｇ
Ｅ ３００ｇ Ｆ ３５０ｇ Ｇ ４００ｇ Ｈ ４５０ｇ

答え B １５０ｇ

食塩水 濃度 食塩の量

３００ｇ ０.０４ １２ｇ

ｘｇ ０.０７ ０．０７ｘｇ

×
×

＝
＝

３００＋ｘ

１２＋０.０７ｘ
＝ ０.０５

１２＋０．０７ｘ＝０．０５（３００＋ｘ）
０．０７ｘ－０．０５ｘ＝１５－１２
両辺×１００）

７ｘ－５ｘ＝３００
２ｘ＝３００
ｘ＝１５０


